
4かまいし市議会だより
第１８４号

　
地
域
医
療
体
制
維
持
支
援
事
業

  

地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
の
設
立
後
、
ど
の
事
業

か
ら
着
手
す
る
の
か
。
ま
た
、

市
は
ど
う
関
与
す
る
の
か
。

  

医
師
派
遣
、
医
療
従
事

者
の
共
同
研
修
、
医
療
機

器
の
共
同
利
用
、
医
薬
品
の
共

同
購
入
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
市
は

法
人
の
一
員
と
し
て
運
営
に
参

画
し
意
思
決
定
に
関
わ
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
と
の
調
整
や

構
成
団
体
間
の
意
見
集
約
な
ど

の
事
務
的
支
援
を
担
う
。

　

地
域
医
療
連
携
推
進
法

人
が
目
指
す
地
域
医
療
の

姿
と
市
民
が
受
け
ら
れ
る
恩
恵

は
。　

目
指
す
地
域
医
療
は
、

人
口
減
少
や
病
院
縮
小

が
進
む
中
で
、
今
の
各
病
院
の

機
能
を
維
持
し
つ
つ
、回
復
期
・

慢
性
期
・
在
宅
医
療
等
を
将
来

に
わ
た
り
確
保
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。
入
院
先
の
確
保
や
在
宅

医
療
の
充
実
な
ど
、
市
民
へ
の

恩
恵
は
大
き
く
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
体
制
の
維
持
に
つ
な
が

る
。
特
に
高
齢
化
が
進
む
本
市

に
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

県
立
釜
石
病
院
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機

能
と
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

が
提
供
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
機
能
は
共
存
可
能
か
。

　

建
て
替
え
に
伴
っ
て

新
設
さ
れ
る
60
床
の
回

復
期
の
病
床
は
、
県
の
地
域
医

療
構
想
に
お
い
て
不
足
す
る
分

が
補
完
さ
れ
る
も
の
だ
。
退
院

後
に
も
リ
ハ
ビ
リ
を
要
す
る
患

者
等
の
紹
介
が
で
き
る
な
ど
、

官
民
相
互
に
補
完
し
合
え
る
関

係
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

地
域
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

  

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ

い
て
、
医
療
機
関
等
と
の

意
見
交
換
の
状
況
と
導
入
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

  

医
師
会
と
連
携
し
勉
強

会
や
服
薬
指
導
体
験
会
を

実
施
し
て
お
り
、
通
院
負
担
軽

減
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
。
一

方
、
操
作
面
や
診
療
精
度
へ
の

懸
念
も
示
さ
れ
て
い
る
。
現
時

点
で
導
入
時
期
は
未
定
で
あ

り
、
対
面
診
療
を
補
完
す
る
手

段
と
し
て
引
き
続
き
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

妊
産
婦
支
援
事
業

 

宿
泊
型
産
後
ケ
ア
の
定

員
や
利
用
見
込
み
は
。

予 算 特 別 委 員 会予 算 特 別 委 員 会
　予算特別委員会は議員全員で構成し、委員長に古川愛明委員、副委員長に佐藤憲
弘委員を選出し、３月９日から４日間にわたり、一般会計予算のほか関係する議案
及び各特別会計予算等の計10件の審査を行いました。

問答問答

予算特別委員会
審査の動画は、
下記からご覧
いただけます。

問答

問 問答

市税, 20.5%

交付金, 4.8%

地方交付税, 27.2%
国県支出金, 24.0%

繰入金, 9.2%

諸収入, 1.8%

市債, 6.1%

その他, 6.4%

令和８年度歳入

地 域 医 療
の 充 実

総務費, 26.0%

民生費, 28.8%

衛生費, 7.4%

農林水産業費, 1.9%

商工費, 2.5%

土木費, 9.0%

消防費, 5.0%

教育費, 8.9%

公債費, 9.5% その他, 1.0%

令和８年度歳出

子 育 て 支 援

衛生費

衛生費


